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見学校の概況
（1）学校の位置、環境条件

東京の副々都心といってもよいであろう渋谷からはぼ西方2触感の場所にあり、世田谷区に所在

しているが、区の東端で最も都心に近い所に位置している。

近くには東京大学教養学部があり、高等学校としては都立の駒場高等学校＼芸術高等学校が、私

立の駒場東邦高等学校、東京工業高等学私的場学園高等学校など多くの学校があるとともに、な

お近隣には電々公社駒場遺伝学臥郵政省電波研膠軌大学入試センター、日本近代文学館、民芸

館などもあって、一文教地域を形成している。また、警視庁の第3機動隊があり、国民年金の駒場

エミナースも蚤近建てられたがセその他は住宅地を形成していて亀環況状件として交通の僚もよく、

意まれているといえよう。

（2：学校の沿革も繁状

昭和22年に東京農業教育専門学校の附属として中学校が、3年おくれて昭和五年に高等学校が開

校した。その後学制の改革に伴って東京教育大学の附属となり、昭和53年からは東京教育大学の閉

学によって筑波大学の附属となって現在に至っている。

本校が開校してから且2年間は、全日制課程普通科と農業科とが併設されていたこともあって、卒

業後就職、自営する生徒も何人かはいたが、現在でをま卒業生のほぼ全員が大学進学をめざしている

男子校である。また、開校後数年間はゃ学校卒菜生は本人の希望によって他の高等学校（公立高等

学校、私立高等学校）にも進学したが、その後は中学校、高等学校6か年一貫教育を繁施し、附属

中学校卒業生は原則として全員附属高等学校に遊学している。且学年の学級数は、中学校が3学級、

高等学校が墟学級なので、高等学校の段階で約息学級に相当する生徒を募集している。

（3）水田の膿史的経緯と現状

勤労にかかわる教育として水田によるイネ栽培を実施しているが、この水田は駒場農学校が明治

息1年に閃校されたときの農場の一部分であって、面熟まおよそ凰∂嶺8ガとされている。駒場農学校は

その後学制の改革などによって変遷をたどり、東京農林学校、染料大学、東京帝国大学幾科大学、

東京帝国大学農学部となって、昭和且2年付設教員養成所が東京漁業教育専門学校として駒場に残り、

昭和25年5月東京教育大学農学部となった。従って、駒場の水田も駒場農学校からの移り変りに伴

って所管替えされ今日に至っている。

駒場の水田は、わが国最初の水田試験地として知られ、ケルネル田圃とも呼ばれており、日本農

学発祥の水田として農学史上極めて貴重な水田となっている。ケルネル（ドイツ人）は、明治且4年

に外人教師として着任後、明治怒年まで永田土壌の研究と、イネ作肥料の研究に多くの菜爵を残し、

農学の基礎作りに大きく貢献した。その後も駒場にかかわりをもつ多くの教師、学生などによって
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駒場の水田を用いた貴重な実験研究、実習がなされてきた。

さて、本校と駒場の水田との結びつきは、絹枝当初の母体であった東京農業教育専門学校より水

田をかり受け、昭和22年6月15日に中学1年の生徒によって田植えを実施したのがはじまりである。

昭和溢年に高等学校が開校されたが、中学校と同様にイネ栽培の学習が行われるようになった。そ

の後30余年経過した今日まで、

（a）自然にかかわる労作教育を通して、生徒に働くことの意義を体得させ、’働く人々への理解と

関心を深め、働くことや生産することの喜びを味わわせる。

（b）都会育ちの生徒に、土に親しむ労作の機会を与え、栽培技術を習得させるとともに、自然の

生命を育むことの噂さ、自然と人間とのかかわり合いを学びとらせる。

（c）「日本農学発祥の水田」という歴史的遺産を自ら継承することの誇りと、これを尊重する態

度を養わせる。

の三点を水田による教育のねらいを考えて、駒場の水田による教育が続けられている。

2研究の概要

（1）研究の覿織

各種委員会の一つとして水田委員会が設けられ、餅ノ究部長と遵系を計り、水田による教育の効果

的指導を行うため、計痢の立案、実施、運営にあた′つている。

水田委員会は、中学1年、高校ま年の担任から各息名、技官旦名と技術。家庭科教官1名の計趨

名で構成し、原則として各月1回（必要～こ応じて臨時の委員会をもつ）、カリキュラムの計敵襲

施方法などを主題として定例委員会を閃いている。なおも当委員会は、永田でのイネ栽培を中心に

畑作りについても中学と高校との連系を計りながら生徒を指導し、さ運営にあたっている。

（2）実施状況

指導時間帯は、原則としてクラブ活動ミ必鯵ノの時間を活用（天候などの関係でホ仙ムふノし一－－ム

の時間などに行うこともあるし∫）してい急。

本校では個々の生徒に同じような搾乳勤労を体験させたいという観点から、従来から行われて

いたような手植えに一よる弼撼え、のこぎり鎌による布渕りを行い、梯械としては耕転磯、脱穀乳

粗すり枚を使用しているに過ぎない。

水田の使用状況は、大部分をまイネ栽培をしているが、水溶泡に近い2枚の水田は、元東京教育大

学盛学部の某研究室で作物の実験、研究のため畑の状態で使用していたので、水田の地力の復旧の

段階として、また港漑用如慶の点からも中学且年の生徒によってサツマイモなどの栽培を行って

いる0また、駅より2枚の水田は、指導時間の絨少、地力を高めるという観点から近年休閑させて
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いたが、今年度は昨年と同様に水田への復旧を目的として高校1年の生徒によってサトイモの栽培

を行い、一部の水田は苦労したが餅起させた。

これらの年間指導計酌ま、概ね次表の通りである。

なお、今年度は、昨年度の反省の上に立って、事前に必修クラブ委員に教官側から説明しておき、

作業当日は、必鯵クラブ委員から生徒に指示、示範させた。
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水を崩の水の詞恥ま，生育期間中継続して行っている。

クラブ活動の時間は、本校では体育的宿敵学芸的活動、生産的活動などを行っているが、これ

らグー｝うち生産的活動の指導時間は、ほぼ次のようである。

母二緩数に対して場所の広さ、作業内容、農具などの数量等の的係から、グループに分けてイネ栽

培とぜぷ哉増の作業に分けて、同一時間帯に作業をさせることもある。

鱗ノ恕の作業内容などについての説明は、当日勿論行うが、事前に生徒に説明し、徹底して理解さ

せておくことが望ましいわけである。しかし、そのような時間が望めないので、健量的方法ではあ

るが、駒場の水田の由来、イネの生育経過、イネの一生とおもな作業、親培のめあす、イネの性質

と環境、永田の雑草についてなどに関するプリントを年度始めに生徒に配布して、よく読んでおく

ように指示した。
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生産物であるコメは、本校の卒業式、入学式当日赤飯に加工して、生徒に還元している。

中学且年のサツマイそは、学級毎に芋掘りを行い、ある学級でをま他校と生徒と協同作業で掘り、

収穫した芋は各家庭に持ち帰らせて試食させた。

高校且年のサトイモは、昨年は種芋を植え付けてから禁色ビニルフィルでマルチングを行い、発

芽に伴ってビニルをその部分だけ切って生育させるようにし矢数したため、今年度は手元にビニル

があったこともあり、植え付け前にビニルを鮭に硬い等間隔にカッタ仙で切って、そのケ所に植え

させた。その結果欠殊が非常に少く、収穫量は昨年より著しく多かった。教官をほじめ生徒全員に

持ち帰らせ家で試食させた。

（3）アンケートの調査

今年度は年度のはじめに勤労にかかわる体験学習について、生徒がどのような意識をもっている

かをアンケート調査を事前に行い、事後調査もほぼ昨年同様に実施した。また、卒業生に対しても

在校中彼等が経験したことをどのように認識しているかを簡単に調査した。

その結果をまとめたものは、次の通りであった。
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事前の意識調査の結果（労）

A・入学式のとき担任からもらった赤飯について

ま；前年学校で収穫したコメを加工したものであ

ると聞きおどろいた

2；感謝の気持ちで食べた

3；今年はぼくらの手で作らねばならないと思っ

た

ア，はい イ，いいえ り，どちらともいえない

エ，無答

（設問の記入記号は以下全部同じ）

臥勤労体験学習として水田でイネ栽培することに

ついて

4；大変興味をもったし、やってみたいと思った

C。勤労学習体験では、他の教科の授業とはちがっ

て、自然とかかわり合う学習をするわけで、この

ことにっいて

5；自然とのふれ合いの必要性を感ずる

D．勤労にっいて

6；体を動かし、勤労することは自分の好みにあ

っている

7；農作業することは、人間形成の点からみてよ

いことだと思う

E。栽培に対する関心について

β；大変に関心をもっている

ざ。本校でのイネ栽培について

9；開校以来続けている本校の伝統なので、今後

も続けるのがよいと思う

G。食べ物を食べるときのことについて

10；食物は多くの人々の苦労によって生産された

ものなので、感謝の気持ちで食べている

且1；感謝の気持ちは別として、粗末にしないよう

にしている

（s，55，亀14実施）

設 問 中高別 ア イ ウ エ

A－1
中 71 15 12 ま

高 16 7墟、 8 2

A仙2
中 51 7 39 3

亡：丁

同 2 0 4 0 39 1

A仙3
中 β2 5 12 1

日

r司 37 37 25 1

爵一墟
中 73 3 21 3

高 35 36 2β ま

C－5
中 66 3 27 4

臼

同 62 17 20 1

D－6
中 40 14 45 ま

口

同 32 29 38 1

D－7
中 66 2 29 3

口

同 53 16 30 1

定一盛
中 5 3 9 35 3

r＝：I

同 26 41 32

1」

F－9
中 93 0 4 3

口

同 8 且 ＄ 6 5

G－10
申 16 17 64 3

仁＝J

r司 25 29 44 2

G－11
中 79 i 1S 2

に：才

同 ∂3 4 10 3

勃労体験学習を終えた事後の感想調査の結果（浄）（s，55，12，∂実施）

12；水田での農作業は、よい経験になりましたか

ア，はい イ，いいえ り，どちらともいえない

エ，銀笛

（設問1粥〉同じ）

昭54
中 ∂5 4 9 2

P

同 79 3 且5 3

昭55
中 85 0 ユ 5 0

高 70 6 18 6
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13；農作業は全体的にみて楽しい仕事でしたか

昭5墟
申 52 22 2墟 2

高 46 28 22こ 2

昭55．
中 65一 12 21 2

高 42 28 25 5

イネ栽培について

姻；最も楽しかった作菜は、次の中のどれです

か

アタ 苗代作り

ウタ 田櫓え

カ，無答

。種まき イ，苗代∴本田の除草

ユタ 稲刈り。はさかけ れ 脱穀

（設問の記入法は2且まで同じ）

且5；2番目に楽しかった作業は、上の申のどれ

ですか

16；最もつらかった作業は、上の申のどれです

か

且7；2番目につらかった作業は、上の中のどれ

ですか

年 度掌中高別
ア イ ウ こ王ニ オ カ

昭5墟
申 3 2 48 39 3 5

仁：J

問 7 3 35 35 19 1

昭55
中 6 2 凌8 墟0 0 墟

高 ア 1 33 23 30 6

■「中 且 5 36 墟互 5 息2

高 ま墟 ま0 ま8 37 且9 2

5
中 呈9 7 3且 40 0 3

せ
r司 S 6 20 36 22 ∂

昭5

昭5

中 ま 50 且5 3 3 28

P
L

問 5 56 2墟 7 5 3

r

∂

中 且9 52 12 5 0 12

高i6 32 29 2ま 3 9

昭5

昭5

趨
中 20 ∂ 且6 且6 趨 3＄

甘
問 29 23 2凰 且7 6 趨

5
車 33 26 且2 且¢ ¢ 息9

1＝才

同 2墟 30 且5 且7 5 昏

将5

昭5

サツマイモ栽培について（中且）

アタ うぬ作り イ，苗の植え付け り，除草
エタ イモ掘り オ，畑の後任菜 れ 無答

且8；最も楽しかった作業ほ、どれですか

且9；2番目に渡しかった作業は、どれですか
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昭55 3 5 2 ∂3 2 5
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20；最もつらかった作業ほどれですか

2ま；2番目につらかった作業は、どれですか

◎サトイモ哉培について

ア，畑の耕起。うぬ作り イ，イモの繚、ぇっけ

り，除草 ユタ
マルチング れ イモ掘リ

カ，無答

1∂′；最も楽しかった作業ほ、どれですか

19′；2番目に楽しかった作業は、どれですか

20′；最もつらかった作業は、どれですか

21′；2番目につらかった作業は、どれですか

22′芸この一年の栽培の経験を通して、あなたは

鹿家の人々の仕事に対して絡むが深まりましたか

アタ 深まった イタ 変らない り，無答

23′；この一年の栽培の経験を通して、あなたは

勤労に対してどのように感じましたか

ア，働く審びを知った イタ働くつらきを知っ

た り，無答

ー235－

年度 ア イ ウ エ オ カ

昭54 12 0 56 2 22
．∂

昭55 墟8 5 28 呈 12 6

昭5墟 25 3 i9 1 墟0 且2

昭55 20 12 壕0 6 17 5

（高息）

昭5趨 且3 且9 3 6 5＄ 3

昭55 呈0 ＄ 3 7 66 6

昭5凌 2（〉 撼8 ＄ 8 且3 3

昭55 且7 3甲 且5 7 且2 且0

昭5墟 3墟 7 37 9 9 嶺

昭55 39 7 且6 2慮 墟 息0

将5墟 3¢ 爵 3∂ 且墟 6 趨

昭55 2¢ 22 息5 2＄ 5 且2

年度 ヰ嘲り ア イ ウ

昭5墟
申 38 57 5

高 3且 66 3

昭55
中 5凌 40 6

高 29 66 5

昭5墟
中 S4

7う、‘可
高 76 11

！i3

昭55
申 55 凌0 6

高 33 56 il



24；この一年の栽培の経験を通して、あなたは

作業に対してどのように感じましたか

ア，自分にとって働くことは意味がある

イ，自分にとって働くことは意味がない

り，無答

25；この一年の農作業の経験は、日常生活に役

立っていると思いますか

ア，いる イ，いない り，無答

（腐ア，勤労に真剣にとりくむようになった

イ，変らない り，無答

㈲ア，食物の有難さがわかり、嫁わって食べ

るとともに残すことなく食べるようにな

った イ，変らない り，無答

のア，自然に接する必要性を感じた

イ，別に感じない り，無答

（均ア，栽培に興味をもったイ，変らない

り，無答

㈲ア，虫に対する恐怖がへった

イ，変らない り，無答

26；永田でのイネ栽培ほ、学校として継続した

方がよいと思いますか

ア，よいと思う イ，よいと思わない

り，無答

年度 ヰ高別 ア イ ウ

昭54
中 8■4 7 9

臼

同 76 11 13

昭55
中 92 4 4

高 78 12 10

昭54
中 29 66 5

高 21 75 4

昭55

A

中 35 63 2

脊
同

22 71 7

昭55

B

中 3且 66 3

高 22 72 6

昭55

C

中 76 17 7

臼

岡 58 37 5

箆5
中 63 30 7

高 36 60 4

昭55

監

中 3 93 慮

せ
同 10 8各 6

昭54
中 80 13 7

甘
同 79 18 3

昭55
中 91 3 6

甘
同 84 9 J

卒業生に対しては、同窓会、クラス会、の会合の折に出席した0重きに協力願い調査した。卒業した

時期によって生活経験も異なるし、現在おかれている状態も違うので、集計するにあたって次のよう

に分けた。すなわち、普通科とともに農業科が定かれていた1期から12期まで（Å：題名）、大学を

卒業し社会人になってから少くとも3～4年は経験しているのが平均的である13期から22期まで（B

；12名）、まだ在学中か社会人になってから1～2年しか経過していない幻期～28期まで（C；18名）

の3つのグループに分けた。
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卒業生に対するアンケ～ト調査の結果（s，55，且且，2且，詞査）

且．在校中に実習作業しているときどのように感じま

したか

a，つらいし、実習。作業をする意味がなく、や

りたくなかった

b，農作業の経験がほとんどないので興味をもち、

結構楽しかった

C少 別にこれといった感飯はなかった

2．発しく経験できた理由は、次のどれに該当します

か

盈，教科の授業とは無関係だったので、気分の転

換ができた

鮎，教室内の授業とは形腰が異なるので、のんび

りできた

e，今後二度とこのような体験ほできないので、

貴登な経験ができた

3．経険した作業の中で最も印象に残っているものは

何ですか

注）右の衰以外に総ての作業が印象に残っている

と記入した卒業生が2名いた。また無答が且2

名

竣凝験した作業中、最もつらく、いやだったのは何

ですか

経き右もわ表以外に海幾答者が30名いた

5。諸君等が在校中経験したことをどのように考えま

すか

a夢 よかったと思う

嘗き賢よかったと思わない

打算 どちらともいえない

6．現在でも生徒の手によってもイネ栽培が行われて

いますが、これについてどう思いますか

チ

タ

a

hU

よなヽことだと思う

よいこととは思わない

C，どちらともいえない

Å、ぐ1 B（息3 C（23
金棒

～ま・2期）～22期） ～28期）
a 0人 0人 0人 0人
b 24 ユ1 17 52

C 4 1 1 6

Å、 迅 C 全鉢

a 2 0 3 5‘′

ゎき
且0 息2 9 3且

C 且5 β 1息 34

A B C 全体

田植え 息5 壕 息6 35

稲刈り 墟 3 0 7

除 草 1 且 0 2

Å B 蔓、’c金棒

除 草 7 且 且 9

田應え 且 i ¢ 2

男埠こなし 趨 7 6 息7

Å 恐 C 金棒

a 望7 且2 旦6 55

b 0 0

ーー叫・－－、・・－▼㌣十三
C

．0
0

無答 且 0 0 頂貢
▲一ゝ一ハ、．、トJ

‡き・ B
†

Cトノ」言吾；～

a … 26 i2 16

賢一言切とb 0 0 0

e 且 0 2

モ

rヽl
r仁，
もノく

且享無答 1 0 0
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7卒業後、在校中に行った農作業についてどう感じ

ていますか

a，壊しい想い出として残っている

b，別に何も感じていない

臥在校中の経験が、何等かの意味あいで現在も

a，役立っている

b，役立っていない

C，どちらともいえない

A B C 金棒
t

a 26 10 16 52

わ 1 1 2 4

森谷 1 1 0 2

A B C 全体

a ま4 3 2 19

b 4 4 3 11

む 5 3 13 21

無答 5 2 0 7
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3、研究の成果と今後の課題

1）アンケート調査の結果についての考察

すべての項目について検討するのは省略し、おもだった事柄について記述することにする。

a）事前の意識詞査についてみると、A、臥Eの各項目では中学に比べ高校で割合が著しく少い

のは、彼等が中学の時すでに経験し、知っているためで新鮮さがないためと思われる。高校生と

して他の中学から本校に入学するのは約40名で、この中にも兄弟、親戚関係で本校のしきたりを

知っている生徒がいるだろうし、これは中学生についても同じことがいえる。

b）C、Dに比べ事後調査の13の割合いが減少しているのは、イネ栽培とは直接関係のない作業、

つまり最近数年休閑状態で雑草がはびこっていた永田の桝起をさせ、泥まみれになって、かなり

きびしい作業をさせたことが大きく影響していると考えられる。

c）意敢調査Eと感想調査25－Dとを比べると中学、▼高校ともに約ま0解増加している。これは実際生

徒に体験させることが大切で、その成果が出ているものと考えられる。

d）意識調査の段階と、事後の感想調査との関係について幾つかの項目に関して、その関連を調べ

た結果、次のようであった。

（ァ）6；体を動かし動労することは、自分の好みに合っている＝13；幾作業は、全体的にみて楽し

い仕事でしたか

中 馳13

fぬ6

ア イ ウ こL 計

ア 36人 5人 趨人 1人 46人

イ 10 息 5 ま 17

ウ 32 8 15 55

エ 2 1 3

計 78 ま4 26 3 12i．

偽

軒ぬ6

fぬ13

ア イ ウ エ 計

ア 32人 プ人 9人 2人 50人

イ ま4 20 10 4 48

ウ 21 1∂ 21 2 62

こ【ニ 1 1 1 3

山L 68 46 41 8 163

打）7；農作業することは、人間形成の点からみてよいことだと思う＝13；農作業は、全体的にみ

中て楽しい仕事でしたかぎぬ13

ざ敵7

ア イ ウ エ 計

ア 52 9 1∂ 1 80

イ 1 ま 2

ウ 25 5 5 3う

エ 2 2 墟

計 78 1墟 26 3 12且

向 Nα13

Na7

仙239…

ア イ ウ エ 計

ア 44 20 17 3 84

イ 5 13 5 3

l

26

ウ 19 12 16 2 49

こ【ニ 1 3 4

計 68 墟6 墟1 8 163



（ウ）7；農作業することは、人間形成の点からみてよいことだと思う＝鮎；経験を通して、あなた

は作業に対してどのように感じましたか

中 晩2墟

ア イ ウ 計

ア 75人 1人 墟人 SO人

イ 2 2

ウ 31 墟 35

エ 3 且 趨

計 且且ま 5 5 且2且

馳7 悶払7

Hβ；親培に大変関心をもっている＝且2芸水田の農作業をま、

申 私息2 南

粗β

ア イ ウ コニ 計

ア 5ぢ β 6壕

イ 7 凌 且息

ウ 38 3 且 壇2

エ 2 2 凄

計 且03 15 3 量且堅肘」

Na8

♪ぬ24

ア イ ウ 計

ア 72人 6人 6人 S4人

イ 13 7 6 26

ウ 墟0 墟 5 墟9

エ 2 2
′ジ

墟

計 127 且9 息7 ま63

よい経験になり愛したか

ぎぬ且2

音ア イ ウ ニーニ 計1
ア 妻3β妻 2 董息 墟且

イ …35き8 且7 冒 67

■‾す¶市㌻毒i、蔓8 且 52 壬

ェ …且 2 董 …3

Lム＿一W．山王㈹」＿里」空“量9 妻且63

¢う8；栽培に大変関心をもっている＝別芸経験を通し、て、あなたぼ作業さこ対しここ、どのように感じ

ましたか

中

鞄β

きぬ2凌

弓ア葦イ貫くW叫盲′て1；妄、一二Y’仙■1
ア ！6¢

f且⑬

壬息息亙」」仙竺▼．山」＿＿00旦．‥∨ふ一トj，、峯子ご

l

イ
妻

・1‡

’’‾‾ヤ
圭

小一 ま
1

妄

ウ

エ．

計

嵐 轍2慮

妄・鼠翁

担）9；開校以来続けている短銃なのでも今後も琴ぅう㌘さ芸㌻与7≠もーよ、ノー、、と葺き＜ミ・うニ26芸学校として今後も続

けた方がよいと思いますか

悶絶26

ぎ軌9

ラ ー－1∴≠仙言叫T、ご「Ⅶて
ァ 且鵬 詣 ㌻■1言㌻
イ 仙・仙叫十仙叫・hY…仰－・山一し）！

ウ 慮 且 ‾‾㌃ぎ
エ 2 2 磯J

計 且且軋⊥二⊥ヱ＿L堅」
凄

逮
ぎ

l

ー2趨0－

Lニュ

ぎ怒号

苧弧9

宰弧26

ぎ きァ 言イ ウ ぎ計量
ア 妻且逢5妄8 9 132

き

イ 8 墟 1 13

ウ S 且 息 ま0

コニ 5 2 且 8

計 136 星15 ま2 163



この結果から次のことがいえる。

。事前詞査で、Il俸を動かし勤労することをま自分の好みに合っている”という問に対しでいいえ”

または“どちらともいえないガと記入した生徒が事後調査では、中乳高校ともにかなりの生徒が農

作業は全体的にみて楽しい仕事であったと受けとめていた。

。農作業は、人間形成の点からみてよいことと考えている過半数の生徒が、農作業は全体的に見て楽

しいと感じていた。

。栽培に大変関心をもっている生徒が、水田の農作業ほよい経験になったと記入したのは当然である

が、“栽培に関心をもっていないガぁるいは“どちらともいえない’’と記入した生徒のうちかなりの

数の生徒が、よい経験になったと事後感じており、指導効果があがっていると考えられる。

¢卒業生の多くほ、，在校中の水田実習の苦労を倹しみ、特に古い卒業生は、卒業後種々の社会生活の

中で有形、無形の価値ある体験実習として認めているようである。また、現在も彼等の在校中からず

っと継続していて、伝統化していることについて誇りに思っている卒業生もいた。

（2）指導方法について

指導する内容については、事前によく理解させておくことが望ましい。勤労奉仕的に終始するの

をさけるようにしたい。14期から23期までは、学校必修として教科をおいて、生徒にかなり事前に

指導できたが、現在はそのような時間がないので、不都合な状態である。したがって、今年度は参

考資料としてプリントを作り配布して便法をとったが、本来は以前のような形で指導するのが好ま

しいと考える。現在のような形をとる限り、各学級の担任教官が生徒指導に積極的ヤあることが必

要で戦 この点本絞の名教官絃、熱心に生徒指導に当り、好ましい状態であった。

磯部5‘冒年度からは、指導要領の改訂によって自由裁量の時間ができるので、この時間を活用する

のもー議決であろうと思う。

ミJj 自然的（天候など）条件について

晴耕雨読といわれるように農作業は、天候によって予定した日に実施できないことが再三生ずる。

前記のように原則として必鯵クラブの時間またはホーム◎ルームに行っているが、都合によっては

担任教嘗の授菜時間とふりかえて実施することもある。この点も自由裁量の時間を活用することに

よっても教科の授業に支障が少なく指導できることになろう。

駒場の永田は、ほぼ東西に細長い窪地になっていて、南側には土手があり元東京教育大学農学部

林学科の欄、雑木林があタって、永田の南側は日当りが良くない状況である。
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4、その飽
（1）永田の管理機について

OBは勿論であるが、在校生の多くが今後ともイネ栽培を継続して行く意向が強いし、学校とし

ても、その歴史的経線および教育実践、教育研究の立場から、母体である筑波大学が所有、管理し、

本校が教育施設として将来にわたって鍵続使用することを強くのぞんでいる。

（2）用水、水源について

駒場の水田の用永は、すべて用水池の水にたよっているわけで、水田と同じく跡地問題がからん

でおり将来どうなるかわからない状態である。他の泉質、漆魔の問題も気になるところであるが、

跡地利用の件が最も藍要なことであるといえる。

（3）地域住民へのサービスなどをこついて

近年地域社会の農耕地が減少の一途をたどっており、とりわをナ永田は近くにほとんど見られない

実状なので、例年田植え、イネ刈りなどの際には近隣の幼椎園の園児、づ、学校の児童の見学に供し、

さらに必要に応じて教材としてイネの雷を供給している状態である。

また、身体不自由な生徒にも是非田植えの経験をさせたいとの当該学校からの依転があって、小

面積ではあったが田植えをしてもらったこともあり、また、施設の子供、老人にイモ凍りをさせて

ほしいとの要望があり、サツマイモ畑の一部をイモ頻りに授供したこともある。

その反面、地域には水田～ま勿論のこと、自然が残されている場所が少ないため、子供達の恰好の

遊び場所となりもかなり農作物に被害を受けることと、土手上から異物（空かんなど）が投治され、

これらの対策にも苦慮している。

（墟）盛業機械の更新について

盛典額は、その消耗がかなりほをヂしいが、その鯵理、補充にをま差産経費を必要としない。しかし、

農業機械（餅転機、脱穀機、敬すり磯など）は、漁具に比べれぼ消耗が少ないとはいえ整備もしく

は更新を必要とする状態にある。

昭和5ぢ年3月
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苗代への種まき準備 （4．28．）

出柚え実習 （6．17．）

イネの生育状況 （8．15．）

苗代の除草 （6．2．）

田植前の甫取り作業 （6．17．）

田植え実習を見学する幼稚園々児（6．17．）

防鳥網も張られ，収穫期も近〈なったイネ

（10．1。）



サトイモ植え付けのための畦立て作業（5，12）

畦立て終った折から黒色ビニルでマルチンを

する。（5．12）

定植し終えたサトイモ畑 （6．2）

同 左 （5．12）

カッターで植え付ける所に十字に刃を入れ，
そこにイモを定植する。（5．12）

サトイモの生育状況 （7．19．）
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